
高等学校における日本語指導・体制整備に関する対面研修 第１回

高等学校の日本語指導の内容構成開発と実践
－「特別の教育課程」による日本語指導の充実に向けて－

2023年7月27日（木） 東京学芸大学

実践事例 日本語指導

神奈川県立座間総合高等学校

教諭 佐屋 麻利子
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お話しすること

①本校の日本語指導の概要

（生徒・体制など）

②実践報告 日本語Ⅰ
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①本校の日本語指導の概要

生徒・体制など
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在県外国人等特別募集 １学年定員１０名/240名
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１年次（11名） ２年次（10名） ３年次（９名）

高校受検時の滞日
（小学校入学以降の通算）

国
母語

高校受検時の滞日
（小学校入学以降の通算）

国
母語

高校受検時の滞日
（小学校入学以降の通算）

国
母語

T・Aさん ３年５カ月 カナダ
英語

V・Fさん ２年５カ月 ベトナム
ベトナム語

M・Mさん １年４カ月（小学校入学
前に滞日あり）

アルゼンチン
スペイン語

M・Jさん ３年９カ月 中国
中国語

E・Gさん ５年 フィリピン
タガログ語

M・Sさん ２年２カ月 中国
中国語

S・Kさん ３年６カ月 フィリピン
タガログ語

M・Kさん ４年８カ月 フィリピン
タガログ語

M・Zさん ２年２カ月 中国
中国語

T・Tさん ５年 フィリピン
タガログ語

S・Eさん ８カ月 アメリカ
英語

Y・Fさん ３年 ペルー
スペイン語

I・Sさん ２年３カ月 スリランカ
タミル語

K・Kさん １年３カ月 中国
中国語

N・Bさん ２年５カ月 ブラジル
ポルトガル語

S・Kさん ２年５カ月 フィリピン
タガログ語

T・Rさん １年１カ月 中国
中国語

Y・Aさん ３年 ペルー
スペイン語

S・Kさん ４年９カ月 スリランカ
タミル語

M・Kさん ４カ月 ペルー
スペイン語

T・Zさん ４カ月 中国
中国語

I・Mさん ３年２カ月 フィリピン・ブラ
ジル・英語

T・Hさん ７か月 中国
中国語

T・Iさん １年３カ月 スリランカ
シンハラ語

D・Fさん ４年１カ月 ベトナム
ベトナム語

A・Bさん ４年５カ月（インターナ
ショナルスクール出身）

スリランカ
英語

T・Yさん １年１０カ月 ペルー
スペイン語

M・Eさん ７か月 フィリピン
タガログ語

K・Mさん ７か月 ネパール
ネパール語

F・Sさん １１カ月 スリランカ
タミル語

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
結
果
の
高
い
順



特別募集で入学した生徒たちの日本語レベル（202３年４月時点）

入門
（ひらがな・
カタカナ）

初級前半
（N５）

初級後半
（N４）

中級前半
（N３）

中級後半
（N２）

上級
（N１）

１年次
（１１名）

N３合格者１名
１名 ８名 ２名

２年次
（１０名）

N３合格者１名
４名 ６名

３年次
（９名）

N１合格者１名
N２合格者８名

５名 ４名
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「現代の国語」「言語文化」個別

２h×２
３レベル展開

（国語科教員２名+日本語講師１名）

「論理国語」
個別

２ｈ
（国語科教員１名）

「現代文B」個別

３ｈ
（国語科教員１名）

１年次

２年次

３年次

社
会
参
加

「国語科」必修科目

「日本語Ⅰ」

２h
２レベル展開
（国語科教員１名+
日本語講師１名）

「日本語Ⅲ」

２ｈ
（日本語講師１名）

「国際科」選択科目

「日本語Ⅱ」

２h
（日本語講師１名）

「日本語表現」

２h
（日本語講師１名）

「日本語上級」

２ｈ
（日本語講師１名）

放
課
後
補
習
①
月
火
水
木

放
課
後
補
習
②
水
木

夏
期
補
習

一
週
間

モ
チ
ベ
｜
シ
ョ
ン

自
信

基
礎
固
め

日
本
語
能
力
試
験

進
路
に
向
け
て
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授業の様子（動画）
①「現代の国語」 個別対応授業（取り出し）

１年次 国語科 必修科目

②「日本語Ⅰ」 選択授業

２年次 国際科 選択科目

③「現代文B」 個別対応授業（取り出し）

３年次 国語科 必修科目
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放課後補習①それぞれのレベルに応じた個別指導
月火水木 ３０分～１時間程度

日本語講師、教員

・漢字
・教科の予習・復習

8

１年次中心



放課後補習②グループ指導
水木

学習支援員、日本語講師

・初級グループのフォロー
・日本語能力試験受験者のフォロー
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１年次 ２年次 ３年次



夏期補習
一週間

日本語講師、学習支援員、教員

・日本語能力試験対策
・３年次の進路サポート
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１年次 ２年次 ３年次
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日本語学習支援に関わる教員等

国語科教員５名（うち２名は非常勤講師）

うち３名は日本語教師の有資格者

国語科の個別対応授業・日本語の授業を担当

非常勤講師１名 週４日

日本語教師の有資格者

１年次の国語科の個別対応授業・
２，３年次の日本語の授業を担当

学習支援員１名 年間４０回程度

日本語教師の有資格者

おもに放課後補習を担当



②実践報告

日本語Ⅰ
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学校設定教科「国際」

（１）（知識および技能に関して）

一人一人の日本語能力に合わせ、学校生活に必要な基礎的な日本語の知識・技能
のみならず、各教科の指導と学習のために必要な日本語の習得を目指す。さらにそれ
ぞれの進路実現に向けて、日本語の４技能を場面に応じ適切に運用できる技能を身
につける。

（２）（思考力・判断力・表現力に関して）

学校生活や在籍学級での授業に主体的に参加できるよう、実際のコミュニケーション
において情報を整理し、場面や目的に応じて自分の考えを適切な文脈で相手に伝える
ことができる力を養う。

（３）（学びに向かう力、人間性等に関して）

日本語を体系的に学び、その背景にある文化に興味を持つと同時に、複数の言語や
文化、価値観の下に生まれ育った経験を活かし、グローバルな視点を持って社会で活
躍できる人材を目指して自身のキャリアを構築しようとする態度を養う。 13

２年次 ３年次



学校設定科目「日本語○○」

日本語Ⅰ
初級後半から中級にかけての文字、語彙、文法事項等を習得し、日常的な場面で使われる日本語を理解
する力を身につけることを目標とする。

日本語Ⅱ
中級から上級にかけてのより発展的な文字、語彙、文法事項を習得し、日常的な場面で使われる日本語の
理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解する力を身につけることを目標とする。

日本語Ⅲ 日本語の総合的な力を高め、幅広い場面で使われる日本語を理解する力を身につけることを目標とする。

日本語表現 初級で習得した語彙や文型の理解を確かめながら、身近なトピックについて表現できるようにする。

日本語上級
進路実現や卒業後の社会参加に必要な日本語を身につける。幅広いトピックについてその概要を理解した
上で自分の意見を持ち、これまでに習得した語彙、文型を使って適切に表現できるようにする。

日本語表現
（身近なトピック）

日本語Ⅱ
中上級
（N２～N１）

３年次

日本語Ⅲ
上級
（N１）

日本語上級
（社会的なトピック）

知識のインプットが中心

表現のアウトプットが中心

２年次

日本語Ⅰ
中級

（N３～N２）
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２年次 ３年次
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日本語Ⅰ（２単位/週２時間）

Aさん（ブラジル・ポルトガル語）

・母国で中学卒業後、来日

・滞日…１年７か月

・母語レベル…年齢相応

・会話の力…日常会話にほぼ
不自由はないが、複雑な話で
は言いかえが必要である。

・読み書きの力…補助があれ
ば、日常的な話題について、ま
とまった文を書くことができる。

・その他…家庭内は母語のみ。

２年次

Bさん（スリランカ・シンハラ語）

・中２の終わりに来日

・滞日…２年

・母語レベル…年齢相応

・会話の力…自分の言いたい
ことを一対一であれば表現で
きるが、複数の中では発言する
ことが難しい。

・読み書きの力…補助があれ
ば、日常的な話題について、ま
とまった文を書くことができる。

・その他…家庭内は母語のみ。

Cさん（スリランカ・タミル語）

・中２の終わりに来日

・滞日…２年

・母語レベル…年齢相応

・会話の力…日常的な場面で
短いやりとりはできるが、複雑
で長いやりとりは難しい。

・読み書きの力…簡単な文や
単語で日記などの出来事を書
くことができる。

・その他…家庭内は母語のみ。

Dさん（フィリピン・タガログ語）

・母国で中学校卒業後、来日

・滞日…１年１０カ月

・母語レベル…年齢相応

・会話の力…発話は少なく、丁
寧な聞き手であれば、短い文
でやりとりすることができる。

・読み書きの力…簡単な文や
単語で日記などの出来事を書
くことができる。

・その他…父親が日本人で家
庭内で日本語使用がある。



16

条件形の指導計画（初級後半の文法事項の確認）

単元名 条件形
ある事柄を実現させるために必要な仮定条件を「～ば/～なら」を用いて述べることができる。
ある条件下での判断を述べたり、助言や指示を求めたりすることができる。

単元の目標（身に付けさせたい力）
動詞・形容詞・名詞について、それぞれ条件形をつくることができる。（知識・技能）
目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞き取ったりすることができる。（思考・判断・表現）

単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ⅰグループ、Ⅱグループ、Ⅲグ
ループの動詞やイ形容詞、ナ
形容詞、名詞について、それぞ
れ条件形（肯定・否定）をつく
ることができる。

目的や場に応じて、効果的
に話したり的確に聞き取っ
たりすることができる。

目的や場に応じて、効果的
に話したり的確に聞き取っ
たりしようとしている。
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１

①条件形の使用場面を確認する。
②動詞＋ばについて動詞のグループごとに変形練習を
行う（全体）。
③プリントの活用表に記入する。
④アトランダムに変形練習を行う（全体→個人）。
⑤文レベルで代入練習、変換練習を行う（全体→個
人）。 
⑥文完成練習を行う（全体）。
⑦ペアワークを行う。
⑧会話のやりとりを発表する。

・友人とのやりとりの場面の動画や教
科の授業（保健・化学基礎・数学Ⅰ）
での使用例を見て、興味を持つ。

・オーラルだけでなく文字として言語化
できているかどうか確認する。

２

①イ形容詞＋ばの変形練習を行う（全体）。
②ナ形容詞・名詞の場合は「～なら」の形になることを
確認する。
③プリントの活用表に記入する。
④名詞＋ならの形で、相手が持ち出した話題について
自分の判断や主張（主に助言）を述べる。
→それぞれの国に旅行に行くとしたら「いつ」「どこで」
「何を」「どうする」のがいいか、教師や友達に助言す
る（時期や期間、有名な場所、おいしい食べ物、お土産
など）。
→自分の国の友達が日本に遊びにくるとしたら「い
つ」「どこで」「何を」「どうする」のがいいか、グループ
で話し合い、旅行ガイドを作る。
⑤グループで作成した旅行ガイドを全体に発表する。

・ナ形容詞との違いや例外である「い
い」の活用に注意する。

・オーラルだけでなく文字として言語化
できているかどうか確認する。

・（実際には会話のやりとりの中で使
用するので）単独では練習せず、質疑
応答の形で答える。

・高校生ならではの視点を生かす。

全４時間

の計画
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３

①それぞれの国の結婚式に行くときの服装や持ち物に
ついて質問する。
②「疑問詞＋動詞の条件形＋いいですか」の形を確認
する。
③疑問詞（いつ・だれ・どこ・なに・どう）を確認し、変形
練習を行う（全体→個人）。
④修学旅行について「疑問詞＋動詞の条件形＋いい
ですか」の形で質問を考え、プリントに記入する。
⑤２年次の教員に質問をして答えを記入する。

・既習事項である「ば」「なら」を使って
答える。

・修学旅行の写真を見て興味を持つ。

・２年次の教員に協力を依頼し、ゲスト
として参加してもらう。

４

①どうすれば日本語がうまくなるか考える。
②「～ば～ほど」の形を確認する。
③口頭で代入練習、変換練習を行う（全体→個人）。
④「家」「先生」「友達」「アルバイト」などのテーマで
「～ば～ほどいいです」の文を作り、プリントに記入する。
⑤文を発表し、テーマを当てるクイズを行う。
（例）
Q「広ければ広いほどいいです」は何ですか。
A 家

・ナ形容詞は「～なら～なほど」となる
ことに注意する。
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導
入

本単元の目標と本時の目標を確認する。
条件形の使用場面を確認する。

・学習の見通しを持たせ、到達点をイメージする。
・友人とのやりとりの場面の動画や教科の授業（保
健・化学基礎・数学Ⅰ）での使用例を見て興味を持
つ。

展
開

基
礎
練
習

動詞＋ば
提出する動詞の意味、グループ（Ⅰグルー
プ・Ⅱグループ・Ⅲグループ）を確認した後、
条件形の作り方（ルール）を学習する。
グループの種類ごとに変形練習を行う（全
体）。
活用表に記入する。

・動詞はⅡ→Ⅲ→Ⅰグループの順で練習する。
・Ⅰグループの動詞の活用について、適宜五十音図
を確認する。
・オーラルだけでなく文字として言語化できているか
どうか確認する。

応
用
練
習

Ⅰグループ、Ⅱグループ、Ⅲグループの動詞
をミックスさせて変形練習を行う（全体→個
人）。
文レベルで代入練習、変換練習を行う（全体
→個人）。
文完成練習を行う（全体）。

・はじめはカードやスライドを見せるが、徐々に視覚
情報なしで練習する。

活
動

教師の願望や悩みについてアドバイスする。
自分の願望や悩みを書く。
友だちの願望や悩みについてアドバイスを考
える。
ペアで会話のやりとりを行う。

・それぞれの願望や悩みを書いた紙を提出する。
・紙を一枚ひいて、書いてある願望や悩みについて
考える。
・やりとりの定型を確認する。

ま
と
め

本日の学習を振り返る。 ・本時の目標について達成できたかどうか自己評
価する。

本時の目標

（１）条件形の作り方
を習得する。

（２）「動詞＋ば」を
使って自分の考えを
話す。
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導
入

本単元の目標と本時の目標を確認する。
条件形の使用場面を確認する。

・学習の見通しを持たせ、到達点をイメージする。
・友人とのやりとりの場面の動画や教科の授業（保健・化学基礎・
数学Ⅰ）での使用例を見て興味を持つ。
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展
開

基
本
練
習

動詞＋ば
提出する動詞の意味、グループ（Ⅰグループ・Ⅱグループ・Ⅲグ
ループ）を確認した後、条件形の作り方（ルール）を学習する。
グループの種類ごとに変形練習を行う（全体）。
活用表に記入する。

・動詞はⅡ→Ⅲ→Ⅰグループの順で練習する。
・Ⅰグループの動詞の活用について、適宜五十音図を確認す
る。
・オーラルだけでなく文字として言語化できているかどうか確
認する。

応
用
練
習

Ⅰグループ、Ⅱグループ、Ⅲグループの動詞をミックスさせて変
形練習を行う（全体→個人）。
文レベルで代入練習、変換練習を行う（全体→個人）。
文完成練習を行う（全体）。

・はじめはカードやスライドを見せるが、徐々に視覚情報なしで
練習する。
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活
動

教師の願望や悩みについてアドバイスする。
自分の願望や悩みを書く。
友だちの願望や悩みについてアドバイスを考える。
ペアで会話のやりとりを行う。

・それぞれの願望や悩みを書いた紙を提出する。
・紙を一枚ひいて、書いてある願望や悩みについて考える。
・やりとりの定型を確認する。
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実践の振り返り
・条件形の口頭練習で口を動かせていない生徒がいた。その先のメニューを変更して
でも、もう少し口頭練習に時間を割いた方がよかった。

・動詞の条件形を書かせた際、終わらなかった生徒は宿題にした。しかし後日チェック
したら間違って書いている生徒が多かったので、やはりその場でチェックし、すぐに直し
た方がよかった。

・教科学習につなげる指導を考えた際、「読み書き」にもっと軸足を置いて指導計画を
たてたい。

・教室の外へつなぎ、他の生徒や教員の協力を得ることは、彼らの学びを支えていく上
で非常に有効だと感じた。今後もできる限り計画の中に組み入れていきたい。



ご清聴ありがとうございました。
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